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事例は、架空のものです。

事例提示①
Ｘさん（４０代後半男性）
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７０代両親と３人暮らし。本人は、１
０数年ひきこもり状態が続き、人とは接
せず、ほとんど外出しない。先月、父が
脳梗塞で倒れ入院、今後は施設入所を検
討。市外に住む姉（自分の家庭を持つ）
が、母と一緒に相談来所。「母も高齢で、
（姉も）支援はできない。訪問して、本
人に働くように話して欲しい。本人に自
立して欲しい」と訴える。



・本人は、ひきこもり状態にある。
・ほとんど外出せず、誰とも会わない。
・両親が面倒を見ていたが、父が脳梗塞で倒れ、

今後、母一人に負担がかかる。
・姉が、何とかして欲しいと相談来所。
・しかし、本人は、十分な会話が出来ない。

母と生活していることから、当面は、
母（あるいは姉も）との家族相談。
訪問は、本人が乗り気でないので難しい。
母の面接を通して、本人の状況を把握、
今後の方向性も検討する。

事例提示①（Ｘさん）について



事例は、架空のものです。

事例提示②
Ｙさん（４０代後半女性）
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以前は、８０代母と生活していたが、
不潔恐怖、こだわりが強く、自宅を出て、
アパートに一人暮らし。過去に強迫性障
害にて精神科通院歴がある。今は、買い
物に外出する程度、面接拒否。収入はな
く、母が自分の年金と貯金から本人へ仕
送りをしている。最近、母の貯金も残り
少なく認知症状も出現。地域包括支援セ
ンターから、母の状態を心配して、「本
人と関わって欲しい」と依頼がある。



・本人は、ひきこもり状態にあるが、
買い物など、最低限のことはできている。

・人とは会わない。収入がない。
・母が、自分の年金、貯金を送金している。
・こだわり、不潔恐怖があり相談は拒否。
・しかし、本人との面接が難しそう。

今後、困ることは、経済的課題。
本人の収入としては、生活保護か年金。
強迫症状の治療や就労等の話題は出さずに、
年金のみの情報を母から提供。
本人の了解を得られ、支援者と面接が始まる。

事例提示②（Ｙさん）について
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